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第１章　

ト リ

　 下 平の 、元 を がした大 「赤穂 」

は、元 14（1 01）年に、 戸城で赤穂 内

が 上 に りかかったことに を発します。

の 平な きを とし、 年 10 か 後に 入

りをはたした旧赤穂 た のことを の 々は め

たたえ、 や の として「 本

」が まれました。

　「 」の で しまれるこうした一 の ト リ

には、史実の ならずさま まな も わり、日本

の の拠りどこ になりました。現在では や な

ど としての がりを見 ています。

　赤穂市には、「赤穂 」を ま として、その

遺 が数多く残されて り、その歴史の ならず赤穂

のここ に れることができます。

赤穂義士祭

「義士討入」長安雅山筆『赤穂義士真観』のうち（赤穂市立歴史博物館蔵）

赤穂城跡ジオラマ（赤穂市立歴史博物館）

赤穂を代表する歴史文化４　赤穂事件と忠臣蔵文化

事件の流れ
元禄14（1701）年

3月14日 江戸城本丸御殿松之廊下で赤穂藩主
浅野内匠頭長矩が吉良上野介義央に
斬りつける。浅野長矩は即日切腹。

3月19日 藩主刃傷・切腹の知らせが赤穂に届く。
3月27日 赤穂城で大評定始まる。

6月25日 大石内蔵助、赤穂城下を退去し、
28日には山科に転居。

7月28日 円山会議。討入り決定。
7月18日 浅野大学、広島本家に預かりとなる。

2月4日 46人切腹。吉良義周は信濃に配流。

12月14日 吉良邸に討入り、義央を討ち取る。

4月 19日 赤穂城の明け渡し。
龍野脇坂藩による在番が始まる。

元禄15（1702）年

元禄16（1703）年

8月20日 綱吉死去の大赦により浅野大学赦免。
宝永6年（1709）年

9月16日 浅野大学、500石を賜り浅野家再興。
宝永7年（1710）年
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■主な歴史文化遺産の分布
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第１章　

赤穂

赤穂城 城

事件の発端
　元 14 1 01 年 14 日 前 11 こ 、 戸城本

大 下で は きました。赤穂 内

が、高家 上 に「この の遺 えた

るか」と をか 、 いたとこ を りつ 、 げよう

とする上 の にまた一 あ たのです。赤穂

の発 です。

　 は、 の 後「上 にはこの 、 がある

ので、 、しかも今日の 、 れ入るが、 に ず

果そうとした」と ています。 が して

いたか かは 明ですが（ は を る えは い

と ています）、 は に して を って り、

この は決して 発的な ではなかったのです。

　この年、 は 1 2 日に上 、 内し、 戸 っ

たのは 2 日でした。一 、 は 日に

を し、 10 日までに を えて 屋敷

に め ならなりま でした。 とも 的 が

なく、かなり が っていたとしても かしくありま 。

が であったにし 、また に があったか

かは にして、 は に してきつく りつ たり

するなどの ワ を こしていたと考えられていま

す。そのような さな要 が 重なり、 はそれに

えがたき を え、 に ようです。しかし、そ

れは にとっては く日 のことであり、特に い た

るほどのことではなかったのかもしれま 。

　な 、今日的な からは「この 」は「数日前から」

のように考えられますが、 の では、もっと い

である可能性もあります。そうでな れ 「上 には

この 、 があるので」という の言 の 明がつ

きま 。

赤穂城跡（国史跡） 山鹿素行銅像

大石良欽寄進手水鉢 赤穂城跡二之丸庭園（国名勝）

浅野長矩坐像（光浄寺蔵） 花岳寺
浅野家菩提寺で義士墓所もある。

大石頼母助屋敷に隣接していた。神護寺に奉納された。市指定。

赤穂藩浅野家三代藩主。市指定。

赤穂藩に大きな影響を与えた。浅野長直が築城した。

「殿中刃傷」長安雅山筆『赤穂義士真観』のうち
（赤穂市立歴史博物館蔵）

赤穂を代表する歴史文化４　赤穂事件と忠臣蔵文化
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幕府の不公平な裁定と処罰
　 が に りかかり、 は であったの

ですから、今日的な からは、この は とは

言いがたいと われるかもしれま 。

　しかし元 の 、 が に遺 をもって り

つ れ 、それは にほかならなかったのです。

を見 した た はそう ていましたし、後に

に 入った大 内 ら 旧 らもそう考

えていたのです。

　この による で 平な 定が、 年 10

後の元 1 年 12 14日に 入り という

の赤穂 を引き こしたのです。

早駕籠と城明渡し
　 家 戸屋敷から 度の 、その に の

実 で の 大 からの が赤穂

と をもたらしました。

　赤穂では に 高い の え を の

に する に に え、 の

給、城と 地の明 し に することとなり

ました。

　さてこの前に、赤穂城を の ど り明 すか

かの が 出しました。 城、あるいは を

む もいましたが、「（ ）大 が 前に てる

ようにならないことには、このままでは かない。以

後の もある」という大 の が 入れられ、

に 城する となりました。しかも大 は、切

する のある から を り、家 の

を一つにまとめることにも成 しました。

　 に 大 の し置きが決まり 家

の が たれた 、 山会 で大 部

ら 1 が を決 し、 部 ら の分 を

ることができたのです。

息継ぎ井戸
早駕籠が一息ついたと伝える
旧上水道の汲出枡。

赤穂浅野家藩札
刃傷事件後、速やかに
回収されて焼却処分さ
れたため、浅野家の赤
穂藩札は全国に5枚の
みしか確認されていな
い。市指定。

播州赤穂家中近辺町在之絵図
（たつの市立龍野歴史文化資料館蔵）

赤穂城御請取行列之内抜書（部分）外内松意筆
天明４（1784）年　たつの市立龍野歴史文化資料館蔵

元禄期の城下図に赤穂城請取りルートが記載されている。

脇坂龍野藩が赤穂城請取りを行った際の絵巻。

井口半蔵・木村孫右衛門が、一度は大石内蔵助に提出
して同志を誓った連名の起請文が、同志から脱落した
ために残されたもの。血判が押されている。市指定。

伝大石良雄仮寓地跡（おせど）
赤穂城開城後に大石内蔵助良雄が残務処理を行う
間、仮住まいしたと伝える。現在は桜の名所とな
る。市指定。

早駕籠モニュメント
高取峠にある事件の一報を
伝えた早駕籠モニュメント。

連署起請文連署起請文
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赤穂

の
吉良邸討入り

から 年 10 の後、元 1 年 12 14 日

、大 ら 旧 は 戸本所の に 入り、上

を って の 所 を げました。

　な 大 らは に 入ら ならなかったので

し うか。 らの や に遺した遺 には「 入りに成

しても しても、 があるの 」「家 にも が

であ うが、 り さないように」などと かれてい

る。それらを むと で な のもと、 を

して 入ったことが分かります。

　「高家（ ）のような に して家 が を

くことは ないことですが、 の と に をいた

くことは できま 。き う上

の 行き、 の を

である」というのがその大 です。

　この内 を見ると の遺 を

いで を つ ということを えて

います。これが の 入り です。

しかしそれはむし 建前の 、

きの 的なのです。大 らの考えは

もっと いとこ にあり、 が ず

から った 成 を らの で

完結すること ったと考えられます。

　いま つの大きな 的は、 平な 定を

するということです。そのために、大

ら46 （ が く）

は 上 を 果した後、 大 に

したのです。 入り後、もし大 ら

が切 して果てていれ 、 はその 置に

することはなかったでし う。

　大 らは「 々は ができなかった

成 を ら行った。これをどう する」と らの を

に 出したのでした。

　 は、 内 に する 日切 とは なり、4 日 と

いう日に をか ての 重な の後、46 に切 という決定

を下しました。いっ う 家に しては、 を

きとして、 行地 上げのうえ、 としたのです。

　 に 成 さ たことによって、ここに赤穂 の

は完結しました。そして、それは一 には 建的 の行

の側 （ の ）を ますが、 では 大な に、

の も たない が らの を て を てた

の行 でもあったのです。
「義士討入」長安雅山筆『赤穂義士真観』のうち
（赤穂市立歴史博物館蔵）

大石内蔵助良雄像
（JR播州赤穂駅前）

義士あんどん
赤穂事件をからくり時計で解説。

大石内蔵助書状（正福寺蔵）
討入り前夜の12月13日に花岳寺、正福
寺、神護寺宛に出した暇乞い状。

浅野内匠家来口上書（義士墨跡）
討入り後、熊本藩に預けられた大石以下の旧藩士10
名の辞世、口上書などが残されている。市指定。

「大石内蔵助良雄切腹」長安雅山筆
『赤穂義士真観』のうち（赤穂市立歴史博物館蔵）

赤穂を代表する歴史文化４　赤穂事件と忠臣蔵文化
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大石内蔵助良雄像

赤穂

の

忠臣蔵
この出 は、 分の上下を わず く の を

え、 入り 後には を わ る が上 されるな

どしました。そして 入りから 4 年後の 元（1 4 ）

年に、竹 出 三 木 の によって

「 本 」が完成したのです。

この 品は元 の を 平 の にたく に置き

え、 一 に の り変わりを り入れ、多 な

を り上げています。

の の 、 による の の 入り

を に、 平の 、 平 の 、

町 屋 平の など数多くの見 場を り込

で り、赤穂 を とした の 大成と っても

言ではありま 。

以後、この を ンとして った 品は「

」と れ、後 に大きな影響を えて現在に っ

ています。

え 、大 から 一 まで ての を 語で く

ができます。 が「 本 」の内 を （そら）

ていてこそ めて （くす ）りが くのです。また、

の場 やそれを る の は 4 000 以上も

の 品が されています。

「 」を とした な

どは にいとまがありま が、現 の特 す き

品として、 本 三 成彰 オ 「

」、 モ リ

「 」があります。

大 ら赤穂 の行 がいつの にも に され

たからこそ、 としての「 」が （

の ）として今日まで を ているのです。

「義士仇討之図」初代歌川広重 ※本ページの写真はすべて赤穂市立歴史博物館蔵

｢大星由良之助藤原良雄｣
三代歌川豊国

「組合いろは建前」初代歌川豊国
市川団十郎の名がみえる。

文楽人形「大星由良之助」
浄瑠璃本「仮名手本忠臣蔵」
七段目「大盡の錆刀」の部分。
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きとして、 行地 上げのうえ、 としたのです。

　 に 成 さ たことによって、ここに赤穂 の

は完結しました。そして、それは一 には 建的 の行

の側 （ の ）を ますが、 では 大な に、

の も たない が らの を て を てた

の行 でもあったのです。
「義士討入」長安雅山筆『赤穂義士真観』のうち
（赤穂市立歴史博物館蔵）

大石内蔵助良雄像
（JR播州赤穂駅前）

義士あんどん
赤穂事件をからくり時計で解説。

大石内蔵助書状（正福寺蔵）
討入り前夜の12月13日に花岳寺、正福
寺、神護寺宛に出した暇乞い状。

浅野内匠家来口上書（義士墨跡）
討入り後、熊本藩に預けられた大石以下の旧藩士10
名の辞世、口上書などが残されている。市指定。

「大石内蔵助良雄切腹」長安雅山筆
『赤穂義士真観』のうち（赤穂市立歴史博物館蔵）
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赤穂

の

忠臣蔵
この出 は、 分の上下を わず く の を

え、 入り 後には を わ る が上 されるな

どしました。そして 入りから 4 年後の 元（1 4 ）

年に、竹 出 三 木 の によって

「 本 」が完成したのです。

この 品は元 の を 平 の にたく に置き

え、 一 に の り変わりを り入れ、多 な

を り上げています。

の の 、 による の の 入り

を に、 平の 、 平 の 、

町 屋 平の など数多くの見 場を り込

で り、赤穂 を とした の 大成と っても

言ではありま 。

以後、この を ンとして った 品は「

」と れ、後 に大きな影響を えて現在に っ

ています。

え 、大 から 一 まで ての を 語で く

ができます。 が「 本 」の内 を （そら）

ていてこそ めて （くす ）りが くのです。また、

の場 やそれを る の は 4 000 以上も

の 品が されています。

「 」を とした な

どは にいとまがありま が、現 の特 す き

品として、 本 三 成彰 オ 「

」、 モ リ

「 」があります。

大 ら赤穂 の行 がいつの にも に され

たからこそ、 としての「 」が （

の ）として今日まで を ているのです。

「義士仇討之図」初代歌川広重 ※本ページの写真はすべて赤穂市立歴史博物館蔵

｢大星由良之助藤原良雄｣
三代歌川豊国

「組合いろは建前」初代歌川豊国
市川団十郎の名がみえる。

文楽人形「大星由良之助」
浄瑠璃本「仮名手本忠臣蔵」
七段目「大盡の錆刀」の部分。
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「仮名手本忠臣蔵十一段目　夜討人数ノ頭領　大星由良之助肖像」初代歌川国貞
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第１章　

赤穂

　 から 00年も した「赤穂 」が今も

語り がれているのは、 の 々が した、

つまり したことの であり、また「

」もしくは として 々の の基 になった

ためでし う。

　 後、 戸 から にか て各地で

の が行われ、 を めました。また

になって赤穂城跡が に い下げられるな

か、 の 和 によって大 内

跡の土地が 入され、大 元（1 12）年には

赤穂 らを とする赤穂大 が建 され

ました。また市内各地では を る や大

内 などが数多く建てられているほか、

の 入り日にあたる12 14日には市内 大の

ントとして赤穂 が されています。

　さらに に見い された の は 各

地に がって り、 かりの地として 112 所が

げられるほか、 市 会 （

ト）が 年 されるなど、この を

く に める でなく、ま くりに

していく きが がっています。

赤穂義士ゆかりのまち

黒尾須賀神社義士画像図絵馬
嘉永２（1849）年に奉納された、
市内最古の義士絵馬。絵師は京狩
野派の菅原永得。市指定。

赤穂大石神社
大正元（1912）年に創建。赤穂城内の大石内蔵助良
雄宅跡にあり赤穂義士らを祭神とする。境内には宝
物館のほか義士木像館、大石邸庭園などがある。

大石良雄宅跡長屋門
赤穂藩浅野家家老の大石内蔵助良
雄の屋敷は享保14（1729）年に
焼失、長屋門のみが残された。

木生谷三宝荒神社義士画像図絵馬
幕末赤穂の絵師、長安周得の作で
旧赤穂藩領内で唯一の江戸期の義
士絵馬。市指定。

花岳寺　義士木像
義士33回忌の享保20（1735）年
から製作を開始し、100回忌の享
和2（1802）年に完成した。

義士宅跡
城内や旧城下町20ヵ所に点
在。それぞれ石標と解説板
が設置されている。

赤穂を代表する歴史文化４　赤穂事件と忠臣蔵文化

赤穂義士ゆかりのまち

義士親善友好都市交流会議
（忠臣蔵サミット）参加自治体

赤穂市

「仮名手本忠臣蔵　夜討人数ノ内　小寺千内肖像・佐藤与茂七肖像」初代歌川国貞
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第１章　

赤穂

　 から 00年も した「赤穂 」が今も

語り がれているのは、 の 々が した、

つまり したことの であり、また「

」もしくは として 々の の基 になった

ためでし う。

　 後、 戸 から にか て各地で

の が行われ、 を めました。また

になって赤穂城跡が に い下げられるな

か、 の 和 によって大 内

跡の土地が 入され、大 元（1 12）年には

赤穂 らを とする赤穂大 が建 され

ました。また市内各地では を る や大

内 などが数多く建てられているほか、

の 入り日にあたる12 14日には市内 大の

ントとして赤穂 が されています。

　さらに に見い された の は 各

地に がって り、 かりの地として 112 所が

げられるほか、 市 会 （

ト）が 年 されるなど、この を

く に める でなく、ま くりに

していく きが がっています。

赤穂義士ゆかりのまち

黒尾須賀神社義士画像図絵馬
嘉永２（1849）年に奉納された、
市内最古の義士絵馬。絵師は京狩
野派の菅原永得。市指定。

赤穂大石神社
大正元（1912）年に創建。赤穂城内の大石内蔵助良
雄宅跡にあり赤穂義士らを祭神とする。境内には宝
物館のほか義士木像館、大石邸庭園などがある。

大石良雄宅跡長屋門
赤穂藩浅野家家老の大石内蔵助良
雄の屋敷は享保14（1729）年に
焼失、長屋門のみが残された。

木生谷三宝荒神社義士画像図絵馬
幕末赤穂の絵師、長安周得の作で
旧赤穂藩領内で唯一の江戸期の義
士絵馬。市指定。

花岳寺　義士木像
義士33回忌の享保20（1735）年
から製作を開始し、100回忌の享
和2（1802）年に完成した。

義士宅跡
城内や旧城下町20ヵ所に点
在。それぞれ石標と解説板
が設置されている。

赤穂を代表する歴史文化４　赤穂事件と忠臣蔵文化

赤穂義士ゆかりのまち

義士親善友好都市交流会議
（忠臣蔵サミット）参加自治体

赤穂市

「仮名手本忠臣蔵　夜討人数ノ内　小寺千内肖像・佐藤与茂七肖像」初代歌川国貞

赤穂義士祭
赤穂義士が討ち入りを果たした12月14日に行われる市内最大のイベント。明治36
（1903）年から開始された伝統行事でもある。忠臣蔵パレードには大名行列、義
士伝行列、山車、義士行列などが行われる。写真の大石内蔵助は西郷輝彦さん。

赤穂市立歴史博物館

赤穂市立歴史博物館  館内展示

赤穂義士をテーマの一つとし
て展示を行っている。

大石名残の松（二代目）
御崎を出立する大石内蔵助を顕彰
する松が、後世に植えられた。

子ども義士物語
赤穂市立城西小学校が「総合的な学習」の一環として
行っている恒例行事。6年生児童が台本を作成し、手作り
の演劇を行う。その成果を活かして現地観光案内も行
う。

赤穂市立塩屋小学校が
赤穂の歴史に関する研
究成果を現地で発表。

赤穂市の呼びかけで平成元（1989）
年からはじまった義士親善友好都市
交流会議（忠臣蔵サミット）。現在
は全国32の自治体が加盟している。

たくみさん
浅野長直によって開発された戸島新田に
ある光浄寺で、浅野長直の命日の8月24
日に地域住民によって追慕が行われる。

大石内蔵助良雄之像
御崎展望台広場にあ
り、京都山科に向け
船で出立する際の姿
を表している。

忠臣蔵サミット 小学生の観光案内

総合的な学習として地域の偉人を学習している。
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